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平成２８年度 入退院支援連携デザイン事業 

（沖縄県委託事業：一般社団法人沖縄県医療ソーシャルワーカー協会） 

実務者（多職種）研修（北部圏域） 

 

 

                        沖縄県 高齢者福祉介護課 

                        一般社団法人沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 

 

【目的】 

この研修は、市町村の地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みを支援するため、医療と介護の

連携にかかる人材の育成・資質向上、入退院支援連携デザインの標準化・均てん化をめざし実施する。 

 

【主催】 沖縄県・一般社団法人沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 

 

【対象】 多職種（市町村職員、保健所職員、医師会職員、全医療機関の退院支援部門責任者・   

     医療ソーシャルワーカー・退院調整看護師、介護支援専門員、訪問診療医・訪問看護師、 

リハビリ職等） 

 

【研修のねらい】 

入院前から患者さんが安心して医療を受けられるよう、一人ひとりの状況を身体的、精神的、社会的

背景をしっかりと把握し、入院中から退院、退院後も含めた一貫した支援を提供することを目標に、以

下の項目について学ぶ。 

１）保健医療分野の変化（地域包括ケアシステム・医療機関の機能・診療報酬改訂等）を理解し、地域包

括ケアシステムにおける各専門職の役割を理解する。 

２）各圏域における入退院支援連携の現状を理解し、切れ目のない医療及び介護の提供体制を構築する

ための方法を考える。 

３）利用者の視点に立った、自立と尊厳を支える質の高い入退院支援連携業務の標準的な実践方法を学

ぶ。 

 

【研修の日時・場所】 

日 時 ： 平成２９年 ３月 ５日（日）１０：３０～１６：１０ （受付１０：００～） 

場 所 ： 名護市役所羽地支所ホール 

 〒905-1144 沖縄県名護市仲尾次８２９ 

℡：０９８０－５８－１２１１ 

 

【シンポジウム テーマ】 「地域包括ケアシステムにおける専門職の役割と課題 

       ～多職種間の相互理解を深め、相談し合える関係づくりをめざして～ 

 

【研修方法】 

１）講演： 講師 学識経験者（県内大学教員） 

２）シンポジウム：各職能団体推薦者（市町村、ＭＳＷ協会、ＣＭ協会、看護協会、リハビリ専門職協会） 

３）ワールド・カフェ ： 多職種（市町村職員含む） 
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【研修内容】 

日時：平成２９年 ３月 ５日（日）１０：３０～１６：１０ （受付１０：００～） 

場所：名護市役所羽地支所ホール 

 

プログラム：         （総合司会）沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 角山 信司 

 １０：００～１０：３０ 受付 

 

 １０：３０～１２：００ 開会挨拶： 沖縄県高齢者福祉介護課 座嘉比 照子 

   （９０分）     講演①：「患者の＜どう生きるか＞を支える支援について」 

講師 ：沖縄大学 富樫 八郎氏 

地域包括ケア時代の患者さんやご家族の支援にはスピードが求められます。科学的で意識

的な協働支援は、スピードの支援に伴う他職種間に生じるマサツや情報の洩れなどをなくす

ことができます。この度の研修会では、患者さんの生活自立と QOL の向上といった「社会生活

機能」の促進を共通の目標にして、効果的な協働実践のあり方を考える場にしたいと思います。 

         

１２：００～１３：００ 昼食 

  （６０分） 

 

１３：００～１３：２０ 講演②：「在宅医療・介護連携事業に係る制度説明と沖縄県における取組 

（２０分）         状況について」 

講師 ：沖縄県高齢者福祉介護課 座嘉比 照子 

 

１３：２０～１３：４０ 講演③：「入退院支援連携デザイン事業について」 

  （２０分）     ・入退院支援連携デザイン事業の概要 

            ・「入退院支援連携ガイドライン」（標準的業務の流れと情報共有ツール） 

            講師 ：沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 樋口 美智子 

 

１３：４０～１５：０５ シンポジウム：「地域包括ケアシステムにおける専門職の役割と課題 

    （８５分）      ～多職種間の相互理解を深め、相談し合える関係づくりをめざして～」 

           座長：富樫 八郎氏（沖縄大学 教授） 

講師：宮城 郁美氏（北部地区医師会病院 医療ソーシャルワーカー） 

宮平 準一氏（沖縄県立北部病院 退院支援看護師） 

山川 広美氏（二見の里 介護支援専門員） 

   藤島 広美氏（はぴねす 訪問看護ステーション 訪問看護師） 

松田 仁孝氏（勝山病院 作業療法士） 

 大城 智美氏（名護市地域包括支援センター 主幹） 

 

１５：０５～１５：１５ 質疑応答 

    （１０分） 

 

  １５：１５～１６：００ ワールド・カフェ：在宅入退院支援でうまくいった事、いかなかった事 

    （４５分）  ・チーフファシリテーター：沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 山城 つきえ 

・テーマ：「入退院支援のルール化を目指して」 

 

  １６：００～１６：１０ まとめ ：沖縄大学 富樫 八郎氏 

    （１０分）     閉会挨拶：沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 樋口 美智子 

 


